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2019 DISCLOSURE



この言葉には、「二つの金庫が一つに」、また「役職員が一つになる」のほかに、
「お客様と当金庫が一緒になって課題解決に取組み、その活動が地域全体に広がり、地域とともに発展していきたい」という想いも込められています。

Come together as one「一つになる」。これはロゴマークに込められた想いと同じです。

とことんお客様と寄り添うことで
地域の明るい未来に貢献する金庫となる

2019年度～2021年度

中期経営計画

Come together as one

しずおか焼津信用金庫

方針

●お客様サポート機能の充実
●お客様に寄り添った新営業体制
●事業性評価に基づく活動

お客様との
伴走体制強化

●魅力ある人材育成
●働き方改革・女性活躍促進

多様な人財の
育成と拡大

●お客様への丁寧な説明と理解
●万全な合併準備
●両金庫職員の融和と力の発揮

合併により
お客様へ届ける
魅力拡大

●管理体制の強化
●金融犯罪の未然防止
●SDGsによる持続可能な経営

お客様が
安心して取引できる
高度な事業基盤

●お客様と向き合う店頭対応
●店舗体制再構築のプロジェクトチーム
　を発足し将来店舗計画検討
●対面時間を確保するための
　各種オペレーション改善
●IT・フィンテック活用

事務処理を
最小にお客様との時間を
最大にする業務改革

VI

CI

CI 企業の特性や独創性を、統一されたイメージやデザインで発信し、
社会と共有することで存在価値を高めていく企業戦略のひとつです。

しずおか焼津信用金庫では、合併を機に、CI・VIを一新し、3ヶ年の中期経営計画を策定しましたのでご紹介いたします。

コーポレート・アイデンティティとは？

●地域とお客様を想い、
　真摯な姿勢で向き合います。
●新しいことにも情熱を持って
　取り組みます。
●お客様によりそい、
　地域とともに発展します。

誠意を尽くし、挑戦を続け、
地域社会と共栄する

行動指針基本方針

1.職員の幸せを追求する

1.お客様の暮らしを支える

1.地域の未来に貢献する

●お客様の事業の価値向上を目指します。
●お客様の心豊かな暮らしを応援します。

●職員とその家族の笑顔を育みます。
●働くことが誇りとなる金庫をつくります。

●明るく豊かな明日を拓きます。
●環境や文化を大切にします。

VI

●富士山の稜線が海につながり円を描く様子は、
　地域を包み込み、活気づけたいという新金庫の想いを込めています。

地域の未来によりそう

●3色のカラーは、しずおか焼津信用金庫の持つ雰囲気をイメージしており、
　オレンジ色は親しみやすさを、赤色は熱意を、青色は誠実さを示しています。

●赤い丸は地域を、オレンジ色の2つの丸はお客様と職員を表し、
　地域が太陽のように輝いて、お客様と職員を照らす様子を表現しています。

CIを構成する要素で、ロゴマークやシンボルマークなどの図案のことです。

ビジュアル・アイデンティティとは？

スローガン

ロゴマークに込められた想い



ＳＤＧｓ「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」
ＳＤＧｓとは、2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」です。
「誰も置き去りにしない」という基本理念の元、2030年までに達成を目指す世界共通
の目標として、17のゴールと169のターゲットが定められています。この目標達成に向
けて、政府だけでなく、自治体や企業、諸団体、個人一人ひとりに役割があり、それぞ
れが協力・連携することが求められています。

　現在取組んでいる環境負担軽減経営を更に進化さ
せるとともに、役職員全員が地域の環境保全活動に
積極的に取り組みます。

　誰もが活躍できる働きがいのある職場環境づくり
と、未来を担う学生たち等へ金融リテラシーとともに
金融経済教育の振興に努めます。

■ 献血への協力
■ 日本平桜マラソンボランティア
■ ラジオ体操カードの配布
■ 焼津みなとマラソンボランティア
■ 福祉まつり「ふれあい広場」参加
■ 企業の社会貢献活動研究会への参加

■ ひとりー社会貢献活動
■ こども110番　　　
■ 高齢者の見守り活動
■ まちゼミ開催
■ 振り込め詐欺防止定期預金
■ 杖での来店顧客向けにATMコーナーおよび窓口に杖掛け設置

■ 静岡交響楽団に中学生招待
■ マッチングイベントへの高校生参加
■ テニス大会主催、金融教育の実施
■ 各種セミナー開催による学習の場提供

■ 女性経営者交流会の実施

■ 相談プラザの開設
■ マッチング会＆新現役交流会開催
■ ビジネスクラブ、若手経営者塾の運営
■ 取引先合同新入社員研修の実施
■ 取引先製造業者の管理者養成講座の
    運営
■ 創業予定者支援の運営
■ 取引先経営者、後継者向けの
　　支援スクールの運営

■ 留学生向けのインターンシップ

■ マネロン・テロ資金供与対策
■ 法律、税務無料相談会開催

■ 各種機関・団体との連携による課題解決
　 に向けた取組み

　総合金融サービス業として、地域のお客様の課題
解決に努めることで、新たな価値を生み出し、地域産
業の成長と地域の明るい未来の創造に努めます。

■ 夢デザインコンテスト（小学生応募）
■ しずおか特産品解体新書の発行・寄贈
■ 藤枝順心高校卒業記念芸術作品の展示

■ 夢デザインコンテスト
　（地場産業製品の製作依頼）
■ 創業スクール
■ 海外視察研修&商談会の実施
■ SHIDAマルシェ

■ 焼津水産高校との水産を通じた地域活
　 性化を目的とした包括連携協定
■ IT経営フォーラム

■ 静岡市のＳＤＧｓ取組みを
　 営業店映像配信システムにて告知

■ エコアクション21の認定取得
■ 店舗へのソーラパネル設置
■ クールビズ、ウォームビズ実施
■ エコ関連住宅設備用及びエコカー用商 
　 品リフォームプランエコ、カーライフプ
　ランエコの取扱い

■リサイクル・再生紙を多く取り扱う専門 
　 業者の優先利用

■ 谷津山再生活動（森林整備）
■ 藤枝市農商工連携・６次産業化推進ネット
　ワークへの参画

■ 海岸の清掃活動

■ 営業店にAED設置

しずおか焼津信用金庫ＳＤＧｓ宣言 しずおか焼津信用金庫にお  けるＳＤＧｓに関する取り組み

しずおか焼津信用金庫は、
経営理念に掲げる「地域社会との共栄」を実現するために、
国連が提唱する持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に取組み、
総合金融サービス業としてのソリューションを提供し、
地域の持続可能な社会の実現と地域の明るい未来に

貢献してまいります。

地域環境の保全推進

質の高い人財の育成 社会貢献活動

ガバナンス

活気ある地域経済

SHIZUOKA YAIZU Topics

夏休み子供映画会の開催

　合併日（７月１６日）、本店１階ギャラリーゆめ空間にて、「合併記念セレモニー」を開催
しました。多くの方よりご祝辞をいただき、また、会場には、たくさんのお祝いの花がならび、
華やかな式となりました。

合併記念セレモニー

SHINKINBANK360万ピカッと作戦2019
　静岡県内の信用金庫統一事業として、しんきん交通安全大キャンペーン「ＳＨＩＮＫＩＮ
ＢＡＮＫ３６０万ピカッと作戦２０１９」を実施しました。
　通行される方々に、夜間
の外出時等に着用いただ
ける反射材を配布し、交通
安全を呼びかけました。

　「第29回夏休み子供映画会」を開催し、2000名様をご招待しました。
　今年は、静岡市民文化会館中ホールで「グリンチ」を上映し、来場された子どもたち
をはじめ、お客様に楽しん
で頂きました。
　「一般財団法人しずしん
地域文化振興財団」から、
来場された子どもたちへの
プレゼントもあり、今年も
大盛況となりました。



預積金の
状況

金融業・保険業 133億円 （1.86%） 地方公共団体429億円（6.01%）

その他 179億円（2.51%）

個人（住宅・消費・納税資金等） 2,603億円（36.49%）
サービス業
1,056億円
（14.80%）

不動産業
792億円
（11.10%）

卸売業・小売業
571億円
（8.01%）

製造業
 858億円
（12.03%）

建設業
510億円
（7.15%）

貸出金業種別残高構成比
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有価証券の
状況

自己資本の
状況

※このディスクロージャー誌に掲載している計数は、仮決算処理に基づくものであり、監査法人の監査を受けておりません。なお、計数につきましては単位未満を切り捨てて掲載しておりますので、合計が内訳数値と一致しない場合がございます。

不良債権の
状況

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

15億51百万円
0.21%

危険債権
274億24百万円
3.79%

要管理債権
24億85百万円
0.34%

正常債権
6,904億34百万円
95.64%

金融再生法に基づく開示債権の状況
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自己資本比率と自己資本額の推移
自己資本比率 自己資本額 （百万円）
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売買目的有価証券
うち益 うち損
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貸借対照表
計上額 評価差額 貸借対照表

計上額 評価差額

2019年3月末 2019年9月末

（注）１．「貸借対照表計上額」は期末日時点の市場価格等に基づいています。　２．「その他」は投資信託等です。
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債券
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満期保有目的の債券

貸出金の
状況

収益の
状況

国内債券を中心として安全性を重視した有価証券運用を行っています。

預積金残高

1 5,623億
円兆

貸出金残高

7,134億
円

業務純益

12億円

　自己資本比率は、13.71％と国内基準の
4％を大幅に上回っており、高い健全性を示し
ています。

　金融再生法に基づく開示債権において、
正常債権以外の額は314億円、開示債権合
計に占める割合は4.35％となっています。

自己資本比率

13.71％

4.35％

不良債権比率
（金融再生法ベース）

2 0 1 9  D I S C L O S U R E ※2019年3月末以前の計数は、旧しずおか信用金庫の数値を掲載しております。


